
 
 

 
 

平成１７年 １月２８日（金） 
国土交通省四国地方整備局 
 那賀川河川事務所 

 
 

「那賀川水系河川水辺の国勢調査」について 
－那賀川・桑野川に住む両生類・爬虫類・哺乳類－ 

 

  那賀川・桑野川の環境状況を把握することを目的に、平成３年度より魚介類や鳥

類、植物などの環境調査を行っています。平成１５年度には両生類・爬虫類・哺乳類

調査を行いました。 

 今回の両生類・爬虫類・哺乳類調査は平成５年、平成１０年につづき３回目です。 

●今回調査において両生類７種、爬虫類９種、哺乳類９種をそれぞれ 確認しまし

た。 

 総確認種数は、前回（平成１０年）の調査結果２３種と比較して２５ 

 種と２種多く確認できました。（別紙－①） 

 

●今回初めて確認された種は「ヒバカリ」、「マムシ」、「ミシシッピアカ ミミガメ」、「アブ

ラコウモリ」、「チョウセンイタチ」の５種でした。（別紙－②） 

 

●今回調査において、外来種と判断された種は「ウシガエル」、「ミシシ ッピアカミミガ

メ」、「チョウセンイタチ」の計３種でした。（別紙－③） 

 

●特定種として、２種類の特定種を確認しました。（別紙－④） 

 徳島県の絶滅のおそれのある野生生物（2001）で「絶滅危惧Ⅱ類」に指 定されて

いる「ニホンアカガエル」、「準絶滅危惧」に指定されている 「ヒバカリ」が確認されま

した。 

 

 那賀川事務所では、今回の調査結果をはじめ、既往調査の結果を基に環境に配慮

した川づくり等に生かしていきます。 

          

              ・調査結果はこちら (PDFファイル：324KB) 

 

問合せ先

国土交通省四国地方整備局 那賀川河川事務所 
 
      副所長   横山 嘉夫  内線（２０４） 
      調査課長  舘 健一郎  内線（３５１） 
            電話 （０８８４）２２－６４６１



＜別紙－①＞

前々回 前回 今回
H5

(1993)
H10
(1998)

H15
(2003)

1 サンショウウオ イモリ イモリ ● ● ●
2 ヒキガエル ニホンヒキガエル ●
3 アマガエル アマガエル ● ● ●
4 ニホンアカガエル ● ● 徳島VU
5 トノサマガエル ● ● ●
6 ウシガエル ● ● ●
7 ツチガエル ● ● ●
8 アオガエル シュレーゲルアオガエル ● ●

合計 6 7 7

文献調査確認種 ：0科　0種
現地調査確認種(H5) ：3科　6種
現地調査確認種(H10) ：5科　7種
現地調査確認種(H15) ：4科　7種
現地調査確認種(合計) ：5科　8種

前々回 前回 今回
H5

(1993)
H10
(1998)

H15
(2003)

1 クサガメ ● ● ●
2 ミシシッピアカミミガメ ●

カメ目の一種 ●
3 トカゲ トカゲ ● ●
4 カナヘビ カナヘビ ● ● ●
5 シマヘビ ● ● ●
6 アオダイショウ ● ●
7 ヒバカリ ● 徳島NT
8 ヤマカガシ ● ● ●
9 クサリヘビ マムシ ●

合計 4 6 9

文献調査確認種 ：0科　0種
現地調査確認種(H5) ：3科　4種
現地調査確認種(H10) ：4科　6種
現地調査確認種(H15) ：5科　9種
現地調査確認種(合計) ：5科　9種

前々回 前回 今回
H5

(1993)
H10
(1998)

H15
(2003)

1 トガリネズミ ジネズミ ●
2 コウベモグラ ● ● ●

モグラ科の一種 ● ●
3 モモジロコウモリ ●
4 アブラコウモリ ●
5 ウサギ ウサギ ノウサギ ● ● ●
6 アカネズミ ○ ● ● ●
7 カヤネズミ ○ ● ●
8 イヌ タヌキ ● ● ●
9 チョウセンイタチ ●
10 イタチ ●
11 ニホンカワウソ ○ 特天

ⅠＡ類
徳CR+EN

イタチ科の一種* ● ●
12 ネコ ネコ ● ●
13 ウシ シカ ホンドジカ ● ●
合計 5 10 9

文献調査確認種 ：2科　3種
現地調査確認種(H5) ：5科　5種
現地調査確認種(H10) ：9科 10種
現地調査確認種(H15) ：8科　9種
現地調査確認種(合計) ：9科 13種

・平成15年度の結果は春季、夏季、秋季、冬季を併せたもの *:イタチもしくはチョウセンイタチと思われる。
・特天:特別天然記念物
・IＡ類:「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック- １ 哺乳類」
・徳CR+EN:「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」絶滅危惧Ⅰ類
・徳島VU:「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」絶滅危惧Ⅱ類
・徳島NT:「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」準絶滅危惧種

0
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＜別紙－②＞ 

初めて確認された種 

既往文献に記録がなく、過去 2 回の現地調査でも確認されなかったが、今回の調査で

初めて確認された種は、ヒバカリ、マムシ、ミシシッピアカミミガメ、アブラコウモリ、

チョウセンイタチの 5 種であった。 

初めて確認された種の確認状況

 

 

 

種 名 季節 個体数 確認状況 評 価 

春季 1 

夏季 2 

ヒバカリ 

秋季 1 

那賀川では、ワン
ドを取り囲む竹林内
や、高水敷に堆積し
たゴミの下から確認
された。 

カエル、オタマジャクシ、ミミズ
などを餌とすることが知られてい
ることから、竹林内にみられるミミ
ズ類、ワンドに生息するカエル類を
捕食しているものと思われる。 

マムシ 夏季 1 那賀川橋上流右岸
において 1 個体を目
撃した。 

本種は水辺や湿地、あるいは山地
のガレ場など餌となるカエル類、ネ
ズミ類の多い環境を好む。那賀川で
は餌となるネズミ類やカエル類が
比較的多くみられ、生息に適した環
境と考えられる。 

春季 1 

爬 
虫 
類 

ミシシッピアカミミ
ガメ 

夏季 2 

津乃峰橋下流の右
岸には石組み護岸が
あり、日光浴する個
体が目撃された。 

ミドリガメとして販売されたも
のが放流などにより各地で野生化
し、分布を拡大したものである。今
後、当該地域においては継続して確
認されるものと思われ、さらに個体
数の増加が懸念される。 

夏季 7 アブラコウモリ 

秋季 10 

那賀川橋上流の水
辺において、上空を
飛翔する個体群を目
撃した。 

本種は都市近郊にも多数生息し
ていることから、今後も継続して確
認されると思われる。 

秋季 4 

哺 
乳 
類 

チョウセンイタチ 

冬季 2 

箱罠により捕獲確
認した。 

九州、四国、本州中部以南の平野
部において生息しているといわれ
る。本種は在来のイタチより一回り
大型であることから、本種が侵入し
た地域では在来のイタチと置き換
わっているようである。当該地域に
おいて捕獲されたイタチはすべて
チョウセンイタチであり、断言はで
きないものの、イタチより優勢な状
況にある可能性は高く、今後の推移
を観察する必要がある。 



＜別紙－③＞ 

 
外来種の確認状況 
今回の現地調査で確認した種から外来種∗を抽出した。その結果、両生類ではウシガエ

ル、爬虫類ではミシシッピアカミミガメ、哺乳類ではチョウセンイタチの計 3 種が、そ

れぞれ外来種と判断された。 

 

外来種の確認状況 

種  名 確認状況など 

両生類 ウシガエル 桑野川で確認した。H5、H10 年の調査においても同
地点で確認されているため、調査地区に定着している
ものとみられる。 

爬虫類 ミシシッピアカミミガメ 今回初めて桑野川で確認した。県内の他の河川でも
分布を広げつつあり、分布域および個体数の増加によ
る生態系への影響が懸念される。 

哺乳類 チョウセンイタチ 在来のニホンイタチを駆逐しながら次第に分布域
を広げているといわれている。今回の調査で捕獲され
たイタチ(那賀川、桑野川各 3個体)はすべてチョウセ
ンイタチであった。両地区に広く分布するものと思わ
れる。 

 

∗
外来種（alien species）とは、過去あるいは現在の自然分布域外に導入（人為によって直接的・間接的
に自然分布域外に移動させること）された種、亜種、あるいはそれ以下の分類群を指す。本項で抽出した
外来種は、「リバーフロント整備センター（2001）河川における外来種対策について（案）」のリストを参
照した。



＜別紙－④＞

特定種一覧 

No. 種 名 時期 カテゴリー 備 考 
1 ニホンアカガエル 秋季 絶滅危惧Ⅱ類(徳島県) 

(徳島県 RDB p.107) 
H5 にも確認 

2 ヒバカリ 春季、夏季、秋季 準絶滅危惧(徳島県) 
(徳島県 RDB p.100) 

今回初確認 

～カテゴリー～ 
絶滅危惧Ⅱ類(徳島県):「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001)」絶滅危惧Ⅱ類∗ 
準絶滅危惧(徳島県):「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001)」準絶滅危惧種∗∗ 
 

特定種の確認状況および評価

No. 種 名 確認状況とその評価 

1 ニホンアカガエル スギ植林地内において秋季(9月)調査時に倒木下から成体1個体

を確認した。本種は平地から丘陵地にかけて生息し、水田や、池

沼の浅い場所において産卵を行うことが知られている。河川に生

息する種とはいえず、おそらく当該地域の周辺に広がる水田地帯

およびその後背地の山際に生息しているものと思われる。 

2 ヒバカリ 春季調査時に 1 個体、夏季調査時に 2 個体、また、スギ植林地

内において秋季調査時に 1 個体を確認した。那賀川ではワンドを

取り囲む竹林内や、高水敷に堆積したゴミの下から確認されてお

り、個体数は決して少なくないと思われる。カエル、オタマジャ

クシ、ミミズなどを餌とすることが知られていることから、竹林

内にみられるミミズ類、ワンドに生息するカエル類を捕食してい

るものと思われる。 

 

∗
準絶滅危惧:存続基盤が脆弱な種(現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶
滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの) 

∗∗
絶滅の危機が増大している種



 現地調査時に撮影された特定種

No. 1
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 2
写真標題

説　明

撮影年月日
2003/09/30

徳島県:絶滅危惧Ⅱ類

2003/6/24

特定種

ニホンアカガエル

特定種

ヒバカリ

徳島県:準絶滅危惧



（注）特定種の定義

本資料では、次に該当する動植物を特定種とよんでいます。

○「文化財保護法」の特別天然記念物および天然記念物

○ 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 の国内希少野生動「 」

植物種及び緊急指定種

○「自然公園法」による指定植物

○環境省編（2003 「日本の絶滅のおそれのある野生生物-レッドデータブック）

-」掲載種

○環境省編 1976 緑の国勢調査報告書 における すぐれた自然の調 主要（ ）「 」 「 」

野生動物一覧の掲載種

○環境省編（1982 「緑の国勢調査（第２回自然環境保全基礎調査 」における） ）

日本の重要な淡水魚類 環境省指定種・ 日本の重要な昆虫類 指標昆虫類・「 」 「 」

「日本の重要な両生類・爬虫類」調査対象種

○環境省編 1983 緑の国勢調査 第２回自然環境保全基礎調査 における希（ ）「 （ ）」

少種（鳥類）

○我が国における保護上重要な植物種及び植物群落の研究委員会植物種分科会

（1989 「我が国における保護上重要な植物種の現状」掲載種）

○水産庁編(1998)「日本の希少な野生水生生物に関するﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ」掲載種

○徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001）掲載種

※都道府県等の指定は徳島県を指します。
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平成１５年度 河川水辺の国勢調査（両生類・爬虫類・哺乳類調査）の総括

【河川水辺の国勢調査の構成】

河川水辺の国勢調査は、次の６項目の調査から構成されています。

・ 魚介類調査

・ 底生動物調査

・ 植物調査

・ 鳥類調査

・ 両生類・爬虫類・哺乳類調査

・ 陸上昆虫類等調査

各生物調査は それぞれの河川おいて５ヶ年に１回以上実施し 一定の５ヶ、 、

年間で全ての生物調査を１巡させます 今回報告する 平成１５年度 河川水。 「

辺の国勢調査 両生類・爬虫類・哺乳類調査 は両生類・爬虫類・哺乳類調（ ）」

査調査の３巡目に該当します 前回調査は平成１０年度 前々回は平成５年。（ 、

度に実施 なお 今回の報告は国土交通省による那賀川・桑野川の調査結果に） 、

ついて整理しています。

【両生類・爬虫類・哺乳類調査】

■ 調査の内容

平成１５年春季 ５月２４～２６日 夏季 ６月２４～２６日 秋季 両生（ ）、 （ ）、 （

類・爬虫類を対象：９月２９～３０日 （哺乳類を対象：１１月１９～２１）、

日 平成１６年冬季 哺乳類を対象１月６～８日 の５回 那賀川・桑野川）、 （ ） 、

の直轄管理区間において現地調査を実施しました。

■ 調査方法

現地調査は 両生類・爬虫類においては捕獲・目撃法により 哺乳類において、 、

はトラップ法、目撃法、フィールドサイン法、無人撮影装置により行いました。

■ 調査結果の概要

今回現地調査の結果、１０目１７科２５種（両生類：７種、爬虫類：９種、

哺乳類：９種 の小動物が確認された 特定種としてニホンアカガエル ヒバ） 。 、

カリの２種が確認されました また 外来種としてウシガエル ミシシッピア。 、 、

カミミガメ、チョウセンイタチの３種が確認されました。













資 料 編
（両生類・爬虫類・哺乳類調査）



１．河川の概要

、那賀川はその源を徳島県那賀郡剣山（標高1,955ｍ）の急峻な山地部に発し

海川 海部谷川 坂州木頭川 古屋谷川 紅葉川 赤松川 谷内川 中山川 加、 、 、 、 、 、 、 、

茂谷川 桑野川などの支川を合わせつつ 那賀平野を東へ貫流して紀伊水道へ注、 、

ぐ、流域面積874km 、幹線流路延長125.2kmの一級河川である。2

流域は徳島県の２市６町２村より構成され、その多く（上流域～中流域）は、

四国地方東部の山岳地域にある。流域の多くを占める山岳地帯の流域面積は80

3 km (92%)と流域の約９割を占め 平地は下流域に39 km (5%)あるだけで 全流2 2、 、

域面積の１割にも満たない。流域内の人口は約５万人である。

水質をBOD75％値の最近の１０年間 平成３年～平成１２年 の平均値で見る（ ）

と 本川の那賀川橋で1.0mg/Lであるが 支川桑野川の富岡新橋では2.6 mg/Lと、 、

高い値を示している。

河川形態について那賀川を見ると 上流域には小見野々ダム 長安口ダム 川、 、 、

口ダムがあり それぞれのダムの上流域には停滞水域が広がっている ダム下流、 。

から北岸堰にかけては 流路は蛇行性に富み 瀬と淵が存在する中流域の様相を、 、

呈し 河床は礫質である 北岸堰から大京原橋の間は 直線的な河道の中に典型、 。 、

的な交互砂州が形成されている。大京原橋から下流では静水域が広がっている。

また、支川の桑野川は田園地帯を流れており、河川勾配が緩やかである。なお、

河口海岸部から那賀川6km付近 桑野川5km付近までは感潮域となっていて 低水、 、

路には干潟が見られる。



２．調査内容

（１）調査時期

那賀川水系の那賀川・桑野川において、現地調査時期を春夏秋冬の４回を実施

した なお 冬季は両生類・爬虫類の冬眠期にあたるため 哺乳類のみを調査対。 、 、

象とした。

季 節 時 期 選 定 根 拠 調査実施日

春 ５月中旬 冬眠していた両生類・爬虫類が、活動を再開している 平成15年5月24日

～ 時期である。多くの哺乳類にとって繁殖期にあたり、活 ～

５月下旬 発に活動するため、目撃やフィールドサインによる確認 平成15年5月26日

を行いやすい。

夏 ６月中旬 両生類・爬虫類では幼生の確認が可能である。盛夏に 平成15年6月24日

～ は活動が鈍るため、初夏に実施する。 ～

７月中旬 平成15年6月26日

秋 ９月下旬 両生類・爬虫類が冬眠に入る前の時期である。カエル 平成15年9月29日

～ 類はこの時期には変態を終えているため種の判別を行い ～

１０月中旬 やすい。 平成15年9月30日

１０月下旬 多くの哺乳類にとって繁殖期にあたり、活発に活動す 平成15年11月19日

～ るため、目撃やフィールドサインによる確認を行いやす ～

１１月中旬 い。 平成15年11月21日

冬 １２月中旬 哺乳類については、草や藪が枯れ、落葉樹も葉を落と 平成16年1月6日

～ すため、目撃やフィールドサインによる確認が行いやす ～

１月下旬 くなる。また、木の実などの餌が少なくなるために、誘 平成16年1月8日

因餌を用いたネズミ類のトラップ調査は、他の時期と比

較して最も効果的である。



（２）現地調査結果の概要

那賀川水系における2003年度の両生類・爬虫類・哺乳類現地調査は、春季（2003年
5月24～26日）、夏季（2003年6月24日～26日）、秋季（2003年9月29日～30日、11月1
9～21日）、冬季（2004年1月6日～8日）の４季計５回（秋季は9月に両生類、爬虫類、1
1月に哺乳類を対象とし２回）実施した。
両生類、爬虫類については、捕獲・目撃法および鳴き声などによる確認、哺乳類につ

いては目撃法、フィールドサイン法、トラップ法により実施した。なお、トラップ法は、小型

哺乳類（モグラ類・ネズミ類）およびイタチ類の捕獲を目的とし、ネズミ類捕獲用にパンチ

ュートラップ（圧殺式トラップ）、シャーマン型トラップを、モグラ類捕獲用にモールトラップ

を、イタチ類捕獲用として、ハコ罠（餌として鶏肉を使用）を用いた。

今回の現地調査により、那賀川では、９目１４科１７種、桑野川では、８目１４科２２種、

合計１０目１７科２５種が確認された。

両生類ではイモリ、アマガエル、ツチガエル、爬虫類ではクサガメ、カナヘビ、シマヘ

ビ、哺乳類ではコウベモグラ、アカネズミ、タヌキなど、確認種は、主に平野部、あるいは

都市近郊に生息している種が多い結果となったが、桑野川では、ホンドジカが確認され

ており、調査地域が山沿いに位置することを印象付けた。外来あるいは野生化した種は、

ウシガエル、ミシシッピアカミミガメ、チョウセンイタチ、ネコの４種である。

（３）既往文献および前回河川水辺の国勢調査の結果と今回の調査結果の比較

既往文献、前々回調査、および前回調査の結果、両生類は８種、爬虫類は６

種、哺乳類は１１種が記録されている。このうち、前回調査では両生類７種、

爬虫類６種、哺乳類１０種である。

既往文献に記録があり、今回確認できなかった種はイタチ、ニホンカワウソ

の２種、前回確認できたが今回確認できなかった種はニホンヒキガエル、ジネ

ズミ、モモジロコウモリの３種、合計５種が、かって記録があるものの今回確

認できなかった種である。

今回、爬虫類ではミシシッピアカミミガメ、ヒバカリ、マムシの３種、哺乳

類ではアブラコウモリ、チョウセンイタチの２種が新しく確認できた種である。



（４）現地調査で確認された両生類・爬虫類・哺乳類と調査地区との関わり

那賀川には、ススキなどイネ科草本、セイタカアワダチソウなど多年生草本、

ノイバラやクコ、ユキヤナギの灌木材からなる草地的環境が広がり、アカネズ

ミ、カヤネズミ、ノウサギなどの生息場所となっている。また、このような小

動物を餌とするシマヘビ、マムシ、チョウセンイタチも確認された。

確認種の多くは、平野部から低山地、山地に広く生息している種であり、河

川環境に依存している種ではない。しかしながら、平野部では開発が進み、こ

れら小動物にとって生息が困難な環境となりつつある中、河川敷に残された草

地、灌木林に依存することになったと考えられる。また、出水により低水敷が

撹乱され、樹林の発達を妨げていることが、結果的に草地的環境を維持してい

ることもこれら小動物にとってよい結果をもたらしている。

一方、タヌキや、チョウセンイタチのような都市近郊にも生息する種は、人

工的な環境に対する適応力が高く、コンクリートブロックにより低水護岸が施

された箇所では、その隙間を利用して生息している。

桑野川は山間に位置することから、山地や草地を生息場所とするホンドジカ

が確認されている。おそらく、右岸に接する山地から移動してきたものと思わ

れるが、当該地域を含めた地域を生活圏として利用していると考えられる。

左岸の高水敷はササ、ヨシに広く覆われており、アカネズミ、カヤネズミ、

タヌキ、チョウセンイタチなどの小動物が利用している。また、やや草丈の低

い場所ではトノサマガエル、ツチガエル、シマヘビ、ヤマカガシも確認されて

いる。これら小動物は、周辺耕作地との間を行き来しているものも多いと思わ

れ、調査地域およびその周辺の耕作地、山林が重要な生息環境となっている。

桑野川は流れが緩やかであることから、ツチガエル、ウシガエル、クサガメ

ミシシッピアカミミガメのような止水域から河川緩流部に生息する種にとって

比較的良好な環境と考えられる。

（５）特定種の確認状況と調査地区の環境との関わり

特定種として、既往文献ではニホンアカガエル、ニホンカワウソが記録され

ている。今回の現地調査によりニホンアカガエルとヒバカリが確認された。

ニホンカワウソは、かっては本州、四国、九州に広く分布していたが、乱獲

や生息環境の悪化などが原因で個体数が激減した。現在では、高知県西部の海



岸付近において少数個体が生息していると言われているが、1996年に本種と思

われる足跡が確認されて以降、正式な記録はなく、生息状況はきわめて厳しい

状況にあり、国内の哺乳類ではもっとも絶滅の恐れが高い種と考えられる。

那賀川では1978年に阿南市深瀬町において、足跡と糞が確認されたのを最後

に記録はなく、現在は絶滅したものと思われる。

ニホンアカガエルは、前々回調査時に、夏季に水田で確認されている。今回

は、秋季にスギ植林地内の倒木下から成体１個体が確認された。本種は平地か

ら丘陵地にかけて生息し、水田や、池沼の浅い場所において産卵を行うことが

知られている。調査地域内に生息しているとは考えられず、周辺に広がる水田

地帯およびその後背地の山際に生息しているものが偶然確認されたと思われる。

ヒバカリは、春季、夏季に３個体が、秋季にスギ植林において１個体が確認

された。ワンドを取り囲む竹林内や、高水敷に堆積したゴミの下から確認され

ており、個体数は決して少なくないと思われる。

カエル、オタマジャクシ、ミミズなどを餌とすることが知られていることか

ら、竹林内にみられるミミズ類、ワンドに生息するカエル類を捕食しているも

のと考えられる。




